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住所から緯度経度を取得（アドレスマッチング）

サイエンスミュージアムネット（S-Net）のデータ事前整形支援ツールとアドレスマッ
チングのWebサイトを利用して、全国の住所から緯度経度情報を取り出します。

【参考資料B24】住所から緯度経度を取得

① S-Net サイトの「参加機関・参加検討中の機関の方へ」のページの「ツール・
辞書」から、「データ事前整形支援ツール」をダウンロードして解凍します。

https://science-net.kahaku.go.jp/app/page/tool_download.html#!#tool

②Topページから、「アドレスマッチング」を選択し、[都道府県]、[市町村]、[詳細]を入力し、[都
道府県、市町村、詳細から生成]ボタンを選択して、緯度経度に変換するための入力ファイルを
生成します。
※住所がまとまっている場合は[住所全部]を入力し、[住所全部から生成]ボタンを選択します。

住所の情報を都道府県、市
区町村、それ以降にわけて
入力。あるいは、住所全部
をまとめて入力。

次ページのよ
うなファイル
が生成される
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https://geocode.csis.u-tokyo.ac.jp/geocode-cgi/geocode.cgi?action=start

③アドレスマッチングのWebサイトのURLにアクセスし、「CSVアドレスマッチングサービス（東京

大学空間情報科学研究センター）」で国土交通省の街区レベルデータを使って世界測地系の
緯度・経度情報へ変換します。

【生成されたファイル】

【変換されたファイル】

住所の列の番号「5」を入力

②で生成した
ファイルを指定

[送信]を選択して
変換ファイルを出力

一致した住所地番の場所が世界測地系の緯
度・経度に変換されます。
LocName、iConf、iLｖｌで正しく変換されたかど
うかをチェックします。
LocName一致した住所
fX 経度（10進）
fY 緯度（10進）
iConf変換の信頼度 1,2：エラー、 3 ：1段階一
致する地名が1つ、
4 ： 2段階以上一致する地名が複数存在、
5 ： 2段階以上一致する地名が１つだけ存在

（値が5ならほぼ誤りなし）
iLvl変換できた住所の階層レベル
1:都道府県、2:郡・支庁、3:市町村・23区、
4:政令市の区、5:大字、6:丁目・小字、
7:街区・地番、8:号・枝

※iConf, iLvlの詳細は下記URLの「iConf, iLvlの意味」を参照
https://geocode.csis.u-tokyo.ac.jp/home/csv-admatch/faq/#iconfilvl

「全国街区レベル」を選択

【注意】自然地名のマッチングについて
「全国街区レベル」のアドレスマッチングでは一致
する住所を探すので、「富士山」などの自然地名を
変換することはできません。
「数値地図25000地名」で国土地理院の2万5千分
の1地形図上の地名とマッチングできますが、出
力される緯度経度は旧測地系のため、さらに世界
測地系への変換が必要です。また、一致した複数
の候補から「富士山原始林」が選ばれ、期待した
情報が得られないこともあります。

【ご意見・ご質問の宛先】s-net_info(at)kahaku.go.jp


